
                              

                           

   

                             

 

  

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
、
市
制

が
施
行
さ
れ
、
神
戸
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

初
代
市
長
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
神
戸
区

長
を
務
め
て
い
た
鳴
瀧
幸
恭
で
し
た
。 

鳴
瀧
市
長
の
行
っ
た
事
業
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
の
は
水
道
の
布
設
で
す
。
明
治

初
期
に
流
行
し
た
コ
レ
ラ
に
よ
っ
て
公
衆

衛
生
の
重
要
性
が
説
か
れ
、
ま
た
国
際
港

湾
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
も
、 

上
水
道
事
業
は
急
務
で
し
た
。
し
か
し
、

費
用
が
莫
大
と
な
る
た
め
市
会
は
紛
糾
し
、

可
決
に
導
く
の
に
約
四
年
、
国
会
の
承
認

を
受
け
て
補
助
金
を
得
る
に
は
更
な
る
歳

月
を
要
し
ま
し
た
。
着
工
後
三
年
の
大
工

事
を
経
て
、
明
治
三
十
三
年
、
市
民
へ
の

給
水
が
始
ま
り
ま
し
た
。
『
神
戸
市
史
』

『
神
戸
市
水
道
七
十
年
史
』
な
ど
か
ら
、

技
術
面
は
も
と
よ
り
、
粘
り
強
く
事
業
を

進
め
た
行
政
面
の
苦
労
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
神
戸
市
の
議
会
政
治
の
始
ま
り
に
お

い
て
、
鳴
瀧
市
長
は
、
市
会
・
財
界
・
市

民
の
声
を
よ
く
聞
い
て
自
治
の
発
達
を
促

し
、
学
舎
の
建
造
や
道
路
の
開
削
な
ど
多

く
の
事
業
を
行
い
、
十
二
年
の
任
期
を
務

め
ま
し
た
。 
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初代神戸市長 鳴瀧幸恭 

写真出典：  

（左）『神戸市初代市長鳴瀧幸恭肖像写真』  

（右）『神戸市水道誌』（神戸市役所  明治四十三年）  

初
代
神
戸
市
長 

鳴
瀧
幸
恭 

ゆ
き
き
よ 

「布引水源五本松貯水池堰堤外面」 

このたび、鳴瀧市長の御曾孫より 

市長の写真(複製)四葉を神戸市立 

中央図書館に寄贈いただきました 

参
考
文
献
：
伊
藤
貞
五
郎
『
神
戸
市
長
物
語
』 

曽
我
部
芳
吉
編
『
系
図
か
が
み
』
ほ
か 
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神
戸
か
い
わ
い
歴
史
を
歩
く 

田
辺
眞
人

兵
庫
県
予
防
医
学
協
会
編
（
神
戸
新
聞
総

合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

「
布
引
の
滝
と
清
盛
・
重
盛
」
「
三

ノ
宮
駅
の
円
柱
と
『
火
垂
る
の
墓
』
」

な
ど
、
目
次
を
見
る
と
意
外
に
身
近
な

神
戸
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
歴
史
の
舞
台

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
数
か
月
後
に

書
か
れ
た
「
四
百
年
ご
と
の
大
地
震
記

録
」
で
は
、
歴
史
書
に
記
さ
れ
た
大
地

震
を
取
り
上
げ
て
近
畿
地
方
に
も
危
険

性
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
「
社
会

的
な
経
験
を
、
未
来
の
ヒ
ン
ト
と
し
て

役
立
て
る
の
が
歴
史
の
役
割
」
と
し
て

い
る
。
ふ
る
さ
と
の
歴
史
に
は
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
先
人
の
経
験
や
知
恵
が
詰

ま
っ
て
い
る
。 

           

神
戸
の
鉄
道
物
語 

大
海
一
雄
（
公
人
の

友
社
） 

 

明
治
七
年
に
大
阪
―
神
戸
間
で
官
営

鉄
道
が
開
業
し
て
か
ら
現
在
ま
で
の
神

戸
の
鉄
道
の
歴
史
を
綴
っ
て
い
る
。 

 

官
営
主
導
か
ら
私
鉄
が
次
第
に
台
頭

し
、
さ
ら
に
市
電
や
地
下
鉄
な
ど
が
都

市
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

く
様
子
を
詳
し
く
解
説
す
る
と
と
も
に
、

発
電
や
住
宅
整
備
な
ど
の
周
辺
事
情
に

も
触
れ
て
い
る
。
大
正
末
期
の
民
間
地

下
鉄
会
社
案
な
ど
実
現
し
な
か
っ
た
計

画
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。 

写
真
や
地
図
も
多
く
掲
載
さ
れ
、
時

代
ご
と
の
鉄
道
事
情
が
理
解
し
や
す
い
。 

 

イ
ニ
エ
ス
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
！
―
日
本
に
学

ん
だ
人
生
で
大
切
な
こ
と 

ア
ン
ド
レ

ス
・
イ
ニ
エ
ス
タ
（
ぴ
あ
） 

強
豪
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
退
団
し
、

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
で
活
躍
を
続
け
る
イ

ニ
エ
ス
タ
選
手
が
、
退
団
と
来
神
の
裏

側
、
怪
我
や
心
の
病
と
の
闘
い
な
ど
を

赤
裸
々
に
語
る
。
世
界
に
名
を
馳
せ
る

活
躍
の
源
に
は
、
チ
ー
ム
の
仲
間
や
ス

タ
ッ
フ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
家
族
、
全
て

の
人
へ
の
感
謝
を
常
に
忘
れ
な
い
姿
勢

が
あ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
人
も
手
に
取
っ
て

も
ら
い
た
い
一
冊
だ
。 

神
戸
発
展
異
論
―
も
う
ひ
と
つ
の
地
域
経

済
論 

寺
岡
寛
（
信
山
社
出
版
） 

神
戸
は
新
し
い
も
の
を
貪
欲
に
取
り

入
れ
、
「
山
、
海
へ
行
く
」
「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
都
市
」
「
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト

都
市
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か

げ
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
著
者
は
、

経
済
の
落
ち
込
み
と
震
災
に
よ
る
衰
退

を
危
惧
す
る
。
計
画
に
固
執
す
る
さ
ま

を
「
神
戸
病
」
と
し
つ
つ
、
愛
を
持
っ

て
神
戸
の
未
来
像
を
考
察
し
た
。
世
界

に
開
か
れ
た
「
高
度
国
際
港
湾
都
市
」
。

こ
れ
が
神
戸
の
あ
り
方
だ
と
し
、
港
湾

物
流
機
能
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
説

い
て
い
る
。 

 神
戸
・
長
田
の
ち
い
さ
な
子
守
唄 

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｘ 

国
際
交
流

基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
企
画
・
発
行 

「
子
守
唄
を
、
う
た
っ
て
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
」
長
田
で
活
動
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
周
辺
に
暮
ら
す
ア
ジ
ア
地

域
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
九
人
か
ら
子
守
唄

と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
を
集
め
た
。 

ペ
ー
ジ
を
開
く
と
各
言
語
の
歌
詞
と

訳
が
並
び
、
思
い
出
を
描
い
た
絵
に
は
、

美
し
い
ア
ジ
ア
の
布
を
思
わ
せ
る
色
彩

が
広
が
る
。
故
郷
と
家
族
を
思
い
繰
り

返
し
歌
う
調
べ
は
、
慈
し
み
慈
し
ま
れ

た
記
憶
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
。 

元
町
映
画
館
も
の
が
た
り
―
人
、
街
と
歩

ん
だ
10
年
、
そ
し
て
未
来
へ 

元
町
映
画

館
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編(

元
町
映
画
館) 

元
町
映
画
館
は
、
令
和
二
年
の
夏
に

開
館
十
周
年
を
迎
え
た
。
そ
の
開
館
の

経
緯
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
半
生
、
緊
急

事
態
宣
言
下
の
臨
時
休
館
中
の
取
り
組

み
な
ど
を
振
り
返
っ
て
い
る
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
常
連
客
以
外
か
ら
も
支

援
を
受
け
た
こ
と
に
触
れ
、
林
支
配
人

は
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
で
地
域
に
と
っ

て
意
味
の
あ
る
場
所
に
な
り
た
い
と
未

来
を
見
据
え
る
。 

元
町
映
画
館
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い

人
で
も
、
本
書
を
通
し
て
映
画
館
と
、

映
画
館
を
支
え
る
人
々
に
親
し
み
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
。 
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帆
神
―
北
前
船
を
馳
せ
た
男
・
工
楽
松
右

衛
門 
玉
岡
か
お
る
（
新
潮
社
） 

江
戸
時
代
中
期
、
工
楽
松
右
衛
門
は

播
州
高
砂
の
漁
師
の
家
に
生
ま
れ
、
船

乗
り
と
し
て
兵
庫
津
を
拠
点
に
活
躍
し

た
。
全
国
の
海
を
駆
け
巡
る
中
で
得
た

知
見
を
活
か
し
て
帆
布
の
改
良
に
取
り

組
み
、
彼
が
発
明
し
た
「
松
右
衛
門

帆
」
は
日
本
の
海
運
業
に
革
新
的
な
発

展
を
も
た
ら
し
た
。
更
に
は
択
捉
島
、

箱
館
（
函
館
）
な
ど
の
築
港
を
手
掛
け
、

新
た
な
工
法
を
次
々
と
生
み
出
し
て
い

く
。
晩
年
に
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
姓

が
示
す
通
り
「
工
夫
を
楽
し
む
」
人
生

だ
っ
た
。 

神
戸
の
港
が
今
と
変
わ
ら
ず
広
い
世

界
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
実
感
さ
せ
て

く
れ
る
、
海
の
男
の
一
代
記
で
あ
る
。 

 

          

コ
ス
メ
の
王
様 

高
殿
円
（
小
学
館
） 

地
元
の
家
族
を
支
え
る
た
め
に
神
戸

に
出
て
き
た
少
年
・
利
一
と
牛
よ
り
安

い
値
段
で
花
隈
に
売
ら
れ
て
き
た
少

女
・
ハ
ナ
。
二
人
が
神
戸
教
会
の
そ
ば

に
あ
る
大
き
な
銀
杏
の
木
の
下
で
出

会
っ
た
の
を
機
に
、
物
語
は
動
き
出
す
。 

酒
販
売
店
で
経
験
を
積
ん
だ
の
ち
、

利
一
は
独
立
し
、
東
洋
の
化
粧
品
王
を

目
指
し
て
奔
走
す
る
。
一
方
、
ハ
ナ
は

大
関
芸
妓
・
花
千
代
と
し
て
の
道
を
歩

む
。
明
治
三
十
六
年
に
花
隈
で
創
業
し

た
化
粧
品
雑
貨
の
卸
売
商
「
中
山
太
陽

堂
」
を
モ
デ
ル
に
、
互
い
に
惹
か
れ
あ

う
二
人
の
人
生
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

死
に
ふ
さ
わ
し
い
罪 

藤
本
ひ
と
み
（
講

談
社
） 神

戸
に
あ
る
伯
父
の
別
荘
を
訪
れ
た

高
校
生
の
和
典
は
、
須
磨
駅
で
芽
衣
と

い
う
女
性
に
出
会
う
。
芽
衣
の
夫
が
一

年
前
に
失
踪
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

真
相
を
調
べ
始
め
る
と
、
偶
然
に
も
彼

は
和
典
が
読
ん
で
い
た
ブ
ロ
グ
の
作
者

で
あ
っ
た
。
仕
事
上
の
ト
ラ
ブ
ル
や
芽

衣
の
親
族
と
の
確
執
な
ど
、
い
く
つ
か

の
可
能
性
を
た
ど
り
な
が
ら
調
べ
て
い

く
う
ち
に
、
物
語
は
予
想
外
の
方
向
に

展
開
し
て
い
く
。
終
盤
に
は
、
タ
イ
ト

ル
の
所
以
が
明
か
さ
れ
る
言
葉
が
…
…
。 

                              

 

池長 孟 いけなが・はじめ 

明治 24年(1891年) ～ 昭和 30年(1955年) 

神戸  その24  
あんな人こんな人 

【参考】『南蛮堂要録』池長孟(池長美術館，1940)、『神戸史話』落合重信，有井基(創元社，1967)、『南蛮堂コレク

ションと池長孟』(神戸市立博物館，2003) 【画像】池長美術館第1回ポスター 昭和15年(神戸市立博物館蔵) 

 

ほ 

 池長孟は兵庫区生まれの資産家で、昭和初期の南蛮美術の収集家

です。植物学者牧野富太郎の窮状を知り、兵庫区会下山に「池長植

物研究所」を開設するなどの援助をしたことでも知られています。 

昭和13年、収集品を公開するため神戸初の美術館となる「池長美

術館」を葺合区熊内町に建てました。著書『南蛮堂要録』では「神

戸のような国際大都市」に美術館の一つもないことを嘆き、社会教

育の重要性や美術品収集、鑑賞などに対する考え方を「美術館開設

の本旨」として記しています。 

終戦後には、美術品への財産税など多額の税金が課されました。

その支払いのため収集品の維持が困難となり、散逸をおそれた池長

は昭和25年、神戸市に引き取りを打診します。翌年、池長美術館の

建物と約4500点の南蛮美術コレクションは神戸市に委譲され、神 

戸市立美術館（のちに神戸市立南蛮美術館に改称）となりました。昭和57年、その収蔵品は旧居留地

に開館した神戸市立博物館に引き継がれ、建物は現在、神戸市文書館として使用されています。今、

私たちが博物館で見ることができる「聖フランシスコ・ザビエル像」も、元は池長のコレクション 

でした。 

ま

つ

え

も

ん 

く
ら
く 

え
と
ろ
ふ 



 

ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
101 

 
神
戸
港
の
日
本
茶
輸
出 

 

明
治
時
代
、
神
戸
の
外
国
人
居
留
地
に

は
芳
し
い
日
本
茶
の
香
り
が
漂
っ
て
い
ま

し
た
。
十
七
世
紀
、
中
国
か
ら
西
洋
に
緑

茶
が
伝
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
嗜
好

品
と
し
て
飲
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

開
港
当
時
、
茶
は
生
糸
と
並
ぶ
日
本
の
主

要
輸
出
品
で
し
た
。
『
神
戸
税
関
百
年

史
』
に
よ
る
と
、
神
戸
港
の
明
治
二
十
年

（
一
八
八
七
）
ご
ろ
ま
で
の
輸
出
額
の
首

位
を
、
茶
が
ほ
と
ん
ど
独
占
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

茶
を
輸
出
す
る
際
に
は
、
保
存
の
た
め

茶
葉
に
火
入
れ
・
乾
燥
等
を
施
す
、
再
製

と
呼
ば
れ
る
作
業
が
必
要
で
す
。
明
治
初

期
、
再
製
工
場
は
居
留
地
の
外
国
商
館
の

中
に
あ
り
ま
し
た
。
神
戸
市
庁
舎
三
号
館

別
館
（
中
央
区
江
戸
町
）
の
解
体
工
事
の

際
に
発
見
さ
れ
た
九
十
七
番
地
の
遺
構
は
、

茶
輸
出
商
・
ヘ
リ
ヤ
商
会
の
再
製
工
場
で

あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
九

年
に
は
既
に
十
ヶ
所
あ
ま
り
の
再
製
工
場

が
神
戸
に
あ
り
、
千
人
ほ
ど
の
人
々
が
働

い
て
い
ま
し
た
。 

再
製
工
場
で
働
く
人
の
多
く
は
神
戸
近

隣
か
ら
集
ま
っ
た
日
雇
い
の
女
性
た
ち
で
、

「
再
製
茶
女
工
」
ま
た
は
「
茶
焙
婦
」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
四
〇
度
を
超
え
る
工
場

で
働
く
女
工
の
仕
事
は
大
変
厳
し
い
も
の

で
し
た
。
当
時
の
新
聞
に
は
「
彼
の
居
留

商
館
に
て
ハ
茶
焙
婦
を
取
扱
ふ
の
法
甚
だ

惨
酷
に
し
て
或
ハ
茶
釜
の
熱
に
辟
易
し
て

絶
倒
す
る
も
の
抔
の
あ
る
時
は
之
を
井
戸

端
に
引
き
づ
り
出
し
て
頭
か
ら
水
を
ブ
ツ

掛
け
る
等
の
事
は
毎
度
珍
し
か
ら
ぬ
事
な

り
」(

『
神
戸
又
新
日
報
』
明
治
二
十
年

八
月
二
十
六
日)

と
、
そ
の
仕
事
内
容
の

過
酷
さ
と
、
待
遇
の
悪
さ
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
日
々
糊
口
を
し
の
ぐ

た
め
、
須
磨
や
垂
水
か
ら
居
留
地
へ
通
う

女
工
も
い
ま
し
た
。 

 

再
製
か
ら
輸
出
ま
で
は
外
国
商
館
で
行

わ
れ
て
お
り
、
日
本
人
の
茶
商
は
茶
葉
を

産
地
か
ら
仕
入
れ
、
外
国
商
館
へ
と
売
る

売
込
商
で
し
た
。
開
港
後
、
茶
の
輸
出
量

が
急
激
に
増
加
し
た
た
め
供
給
が
追
い
つ

か
ず
、
品
質
の
悪
い
茶
や
混
ぜ
物
を
し
た

偽
茶
を
売
る
売
込
商
が
多
く
現
れ
、
次
第

に
日
本
茶
の
評
判
は
悪
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
明
治
十
六
年
、
主
な
輸

出
先
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
が
「
贋
製
茶
輸

入
禁
止
条
例
」
を
公
布
し
た
こ
と
で
、
茶

貿
易
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
ま
す
。
粗
悪
茶

の
製
造
を
防
ぐ
た
め
、
神
戸
で
も
様
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

同
年
十
月
に
、
茶
の
品
評
会
で
あ
る
第

二
回
製
茶
共
進
会
が
神
戸
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
、
実
業
家
で
貿
易
に
も
携

わ
っ
て
い
た
大
倉
喜
八
郎
ら
が
善
福
寺
で

製
茶
集
談
会
を
開
き
、
粗
悪
茶
の
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
結
果
に
基
づ
き
、
製
茶
業
を
統
率
す
る

茶
業
組
合
の
公
設
を
政
府
に
請
願
し
ま
し

た
。
政
府
は
こ
の
請
願
を
受
け
て
、「
茶

業
組
合
準
則
」
を
制
定
し
、
各
府
県
に
茶

業
組
合
総
合
会
議
所
を
設
置
し
、
さ
ら
に

そ
れ
を
統
轄
す
る
中
央
茶
業
本
部
を
創
設

す
る
こ
と
等
を
定
め
ま
し
た
。
中
央
茶
業

本
部
の
幹
事
長
に
は
大
倉
喜
八
郎
、
幹
事

に
は
山
本
亀
太
郎
ら
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

準
則
を
受
け
て
同
年
、
神
戸
市
茶
業
組
合

も
発
足
し
ま
す
。 

  

山
本
亀
太
郎
は
、
茶
の
売
込
商
と
し
て
、

明
治
六
年
に
、
神
戸
市
海
岸
通
四
丁
目
に

店
を
開
き
ま
し
た
。
早
い
時
期
か
ら
神
戸 

で
製
茶
改
良
事
業
に
奔
走
し
、
明
治
十
四

年
に
は
茶
商
数
名
と
共
に
、
神
戸
製
茶
改

良
会
社
を
設
立
し
ま
す
。
ま
た
、
再
製
茶

女
工
の
待
遇
の
悪
さ
を
憂
い
、
改
善
を
目

指
し
て
、
相
生
町
に
山
本
製
茶
再
製
所
を

建
設
し
ま
し
た
。
売
込
商
と
し
て
も
大
成

し
、
明
治
二
十
一
年
に
は
、
神
戸
売
込
茶

商
中
最
大
の
約
三
百
四
十
六
万
斤
の
茶
を
、

ヘ
リ
ヤ
商
会
と
取
引
し
て
い
た
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。
没
後
の
大
正
二
年
に
建

設
さ
れ
た
頌
徳
碑
は
、
今
も
諏
訪
山
公
園

に
残
り
、
そ
の
功
績
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

品
質
改
善
へ
の
努
力
も
粗
悪
茶
を
根
絶

す
る
に
は
至
ら
ず
、
紅
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
の

需
要
の
増
加
も
あ
り
、
神
戸
の
茶
貿
易
は

衰
退
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
明
治
三

十
二
年
の
清
水
開
港
に
よ
っ
て
、
茶
貿
易

の
中
心
は
静
岡
へ
と
移
り
ま
し
た
。
居
留

地
に
並
ん
で
い
た
再
製
工
場
も
、
静
岡
に

移
転
し
た
り
店
を
畳
ん
だ
り
し
、
神
戸
港

の
貿
易
産
業
の
中
心
は
、
紡
績
糸
や
燐
寸

等
の
工
業
製
品
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。 
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